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ドイツ文学史上特異な作家であるGeorgBiichner(1813-1837)．彼

ほど時代の推移とともに，種々に評価され，位置づけられてきた作家も少

ないであろう．既存のBiichnerに関する評価のうち，重要なものの概要

を列挙すれば，およそ以下のとおりである．

1． 決定論的視点から社会の暗黒面を描写した， 自然主義作家の先駆者

とみなすもの．例えばP.Landau'など．

2． いわゆる「ドイツ内面性」の視点から,Biicher文学のなかに，ニ

ヒリズムの深淵や現代人の危機意識の深みを，形而上学的に見極めよ

うとするもの．例えばK・Vietor2など．

3． 審美的視点から, SturmundDrangの流れを汲む，後期ロマン

派につながる側面を強調する解釈．例えばF.Gundolf3など．

4． 宗教的立場から解釈するもの．例えばW.Martens3など．

5.K.Jaspers流の精神分析学的な解釈をするもの．例えばR.Mtihl-

her4など．

6. Biichnerの社会活動と,Biichner文学の底に渦巻く変革への情熱

に問題点をしぼり，社会的，歴史的観点から解釈するもの．例えば

H.Mayer,5G.Lukacs,6H.M.Enzensberger7など．
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これらの解釈の多様性は, Biichner文学のカオスや深淵，高度に研ぎ

澄まされた現代意識，その屈折した複雑な世界像などに由来するものと言

えよう．拙論で論及するのは，未完の作W‘γz“〃であるが，その際， 自

然科学者であり社会活動家であった詩人Biichnerのこの作品を，アウト

ノームな意味で，その全体像との有機的，弁証法的関連のもとに見極める

ことが，研究上の不可欠の前提であろう． このためには，相互不可分な関

係にある以下のモメントをとりあげる必要がある．

1． 時代的背景とBtichnerの社会活動．

2. Whjﾉz“々の素材．

3. Whjﾉz“たの創作技法．

4.Whyzec〃における疎外の問題．

5. Whyzec〃におけるニヒリズムの問題．

以上のパースペクティブより， このWめﾉz2c〃の全体像を把握し，作品

の根底を貫く詩人の高度の現代的自覚に肉迫することが，拙論の眼目であ

る．なお紙面の都合上，本稿では上記のモメントのうち， 1－3をとりあ

げることにする．

I 時代的背景とBiichnerの社会活動

H.HeineはDjg肋獅α"姉c"g勘〃んのなかで，次のように言ってい

る．

「Goetheの死とともに， ドイツでは新しい文学の時代が始まり， また

Goetheとともに古いドイツは埋葬されたのである．つまりGoetheと

ともに文学の貴族の時代は終焉し，デモクラシーの時代が始まる……｣8

このHeineの有名な言葉に，端的に表現されているように, 1830年代

は激動の時代であり, Tatepocheはここに始まったと言わねばならぬ．

またHegelの死(1831年）とも相まって, Idealismusは過去の遺産と

なり，新しいリアリズムの思潮が拾頭してきた．要するに，時代は大きな
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転回点をむかえたのであった9．その背景をなすものは， 自然科学の発達，

近代都市の成立， フランス革命などである．当時イギリス， フランスでは，

産業革命を経て資本主義が発達し，新興ブルジョアジーが政治的，社会的

主導権を持つに至った．そして同時に，やがてその歴史的使命を担うべき

プロレタリアートも勃興しはじめた．

だが，ガリアの雄鳥が時を告げているにもかかわらず， ドイツでは夜の

帳はまだおりたままであった．当時のドイツは，人口の大部分が農民と手

工業者で，彼らは中世的封建体制に編入され， かつ政治体制も， いわば

Metternichの反動政策の縮図のごときものであった． ライン地方を除き，

ドイツブルジョアジーは未発達で,まして農民・手工業者達は， 自己の歴

史的使命に関する真の自覚を持たず，きわめて無気力なままであった．彼

らの反政府運動といっても，暴動の形式で発生する程度で，たえず分裂し

ていたため，組織的な行動を起こすには至らなかった． このような前近代

的な後進国であった当時のドイツは，ユダヤ人的直観に支えられたMarx

の端的な指摘にしたがうならば， 「歴史の水準以下｣'0であり， 「一切の批

判の水準以下｣10の状態であった．

この1830年代のドイツの惨状をまのあたりに見てきたBiichnerが，大

学時代の前半をフランス領StraBburgで過し， フランス革命の自由主義

思想の洗礼をうけたのは，彼の人生において決定的であった．それが彼の

革命運動の出発点を形成していると言えよう． 「大衆の必然の窮状｣'’が

変革と解放のモメントであることを見抜いたBiichnerは「貧富の関係

がこの世の唯一の革命的要素です．飢えだけが自由の女神になりうるので

す.」'2と述べているが， この経済的側面の洞察から理解されるように，彼

はきわめて現代的発想をもった詩人だったのである．

L11kAcsにしたがって位置づければ131思想史的には，機械論的唯物

論からMarxらの主唱する弁証法的唯物論への過渡期に生きていた

Biichnerは，当時大きな思想的影響力を持っていたHeine,K.Gutz-
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kow,L.B6rneらの「青年ドイツ派」にも属していなかった. Biichner

は彼らのように「イデーや教養階級によって｣'雀もまた， 「時事文学｣'4に

よっても，社会を変革できるとは考えていなかった．知識人による変革の

限界を， このように鋭く洞察したBiichnerの社会変革に関する視点は，

以下の二つに要約される．すなわち「物質的貧困｣15と 「宗教的ファナテ

ィズム｣'5． これらはそれぞれ，唯物論的視点と，狂気，混沌，情念，怨

念等のPathos的視点に置き換えてもさしつかえないであろう．前者は言

うにおよばず，後者に関しても，彼のDα"わ"sTM,Le"z,Wqjﾉz“んの根

底を流れる，ルサンチマンと符合するものを持っていることからも明らか

であるように， この二つの視点は,Btichner文学理解のいわば基軸をな

すものである．

Darmstadtの法律で， 大学時代の後半をドイツで過すことを余儀なく

され，故郷Hessenに帰ったBiichnerは，前述のドイツの惨状や偏狭

な田舎政治を見て，一面悲痛な心境にあった'6．が，反面フランス啓蒙思

想や，社会主義思想に裏打されていた彼は， 「あばら屋に平和を／宮殿に

戦争を／｣'7をスローガンにかかげ， ドイツの惨状の変革を真剣に考えて

いた．かくして彼はD"mss伽"eLα"〃0"を起草したのである． この

作品の根本思想は，次の言葉に端的に要約される．

「お偉方の生活は長い日曜日だ．やつらは美しい家々に住み，きらびや

かな服を身にまとい，血色のよい顔をし，独特の言葉をしゃべる．……

白姓の生活は長い労働の日だ．外国人達は百姓の眼前で，百姓の畑を食
● ●

いあらす．百姓は身をタコにし，その汗はお偉方の食卓の塩なのだ．…

……秩序のなかで生きることは，飢えることであり，皮を剥がれること

だ.」'8

この政治的パンフレットDeγ比WSc"eZ,α"肋0#e (1834年）は，アン

ガージュマン文学の先駆的価値を持つものである．Enzensbergerは当時

のドイツの社会的，歴史的背景を詳細に分析し， このパンフレットの現代
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性について，次のように述べている．

「1834年には田舎政治であったものが，現代では世界政治となっている．

GieBen大学生(Biichner)とButzbachの田舎牧師(L.Weidig)";

書いたものは，今や百万人の人々の問題である． 1964年にDeγ助ss伽"e

Lα"肋0ｵeをあてはめると，……近東， インド亜大陸，東南アジア，ア

フリカの大部分， ラテンアメリカの多くの国々に，有効性を持ってい

る.」19

このようにD"H@ssiSc"eZ,""肋0"は，当時のドイツの田舎政治に深

くかかわるとともに，それをはるかに越える視界をもっていた． ここに

Biichner文学が今日になって，大きくクローズアップされる必然性があ

ると言うべきであろう．

Deγ助ssisc"eLα"〃0ｵgは秘密印刷され，農民に配布された． けれど

も， このパンフレットを見つけた農民は，蜂起するどころか先を争って警

察へ届けでた． これを聞いたBiichnerは， ドイツ革命の希望を失って，

政治から身をひくのである． 彼を挫折させたのは， あの天才Goetheの

反抗的抵抗力をもってしても，どうにもならなかったドイツの惨状なので

ある．早咲きの花は，当時のみじめな土壌には育たなかった. F.Engels

の言うドイツ古典主義の継承者として，歴史を動かす指導者にはなりえな

かったBtichnerは， フランスと比べてみたとき，あまりにも目につくド

イツ民衆の政治意識の低調さを知って， ドイツ革命を諦観し，絶望の深淵

に陥入せねばならなかった． ここにドイツ解放運動における，詩人の孤独

と憂愁の悲劇がみられる．が， これは単にBiichnerのみならず,Heine,

B6rne,HMann,T.Mann,Enzensbergerらにとっても，宿命の根本

体験であり，最もドイツ的な問題なのであった．

このHessenでの革命運動への参加は，彼の創作活動の際にも，文学上

の体験的具体性として，作用したのである．H.Mayerは「W砿“々もま

たBiichnerのHessenでの体験の結実である'.｣20と指摘しているが，

－33－



それはWnjﾉzgc片を社会的，歴史的観点から，有機的に把握しようとする

ものとして注目に値する．またMayerは,Biichnerの作品相互の関連

性について，次のように言う． 「D"H@ssisc"eLα"肋0〃やDα"わ"sTM

と同様,Wbyzecたにあっても， 環境による人間存在の従属という， 同じ

間がたえず問題になっている.」2’この意味からも, Whyzecんとの関連を

より具体的に理解するために，次のDα"ｵ0"sZbdの根本思想を引用した

い．

「Mu6(必然）ということを誰が言ったのか？われわれの内奥で嘘をつ

き,淫売し,盗みや人殺しをするものは何か？われわれは見知らぬ力によ

って動かされている操り人形だ．われわれ自身は無だ，無なのだ／｣22

このDantonの科白に端的に表現されている，宿命観やニヒリズムが，

Dα"ｵ0"s刀αの底流を貫いており， これらが種々のヴァリエィションと

なって,Whyzec〃の根本思想の一つを形成しているのである． では， こ

れらがWhyzecんで如何に表現されているかを，具体的に考察してみよう．

まずはじめにとりあげるのは，素材である．

ⅡWoyzeckの素材について

Whyzecゐの素材となったのは，現実に発生した殺人事件23であるが，

その概要はこうである． 1821年6月21日，散髪屋JohannChristian

Woyzeckは嫉妬のあまり，未亡人である愛人Woostを刺殺した．彼は

41歳，愛人は46歳．彼女は女盛りも過ぎ， さして美貌というほどではなか

ったが，兵士や見張番など男から男へとわたり歩く浮気な女であった．

Woyzeckはたやすく彼女をものにしたが， 自分のもとにひきつけておく

ことができなかった．彼女は確固たる地位もないおちぶれたWoyzeck

に見きりをつけたので， 彼は復讐のため犯行におよんだのである．Woy-

zeckの生い立ちや略歴は以下のとおりである．

彼は1780年,Leipzigで誕生．幼い頃結核で両親をなくした彼は，ろく
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に学校にもゆけず，鬘師の徒弟となった．が，生来投げやりで落着きのな

かった彼は， 18才のときその職を捨て，放浪の旅に出た．ある時は召使や

看護人に，また他の時には散髪屋や傭兵になった．けれども確固たる職業

に定着できなかった彼は，各地を渡り歩いて怠惰な生活を重ねたのち，

1818年，故郷Leipzigに帰り,Woost未亡人と知合いになった．その後

の結果は前述のとおりであるが,Woyzeckは一面，革命，反革命，戦争，

講和， 国家の興廃などの巷にあったWien会議当時の混沌たる時代の運

命に弄ばれた，みじめな存在であったと言えよう．

凶行後Woyzeckは逮捕されたが，彼には以前から精神錯乱の徴候があ

ったと新聞が報じたので，精神鑑定が認可された． 診断にあたったCla-

ruS博士はこう述べた.Woyzeckには「多くの道徳的荒廃｣24がみられ

る反面， 「如才がなく熟考力を備え，すばやい理解や正確な判断｣24が確認

される……と． この見解によれば，被告は精神錯乱ではなく，犯行の責任

能力を持つものであった．かくして1822年11月13日,Woyzeckに死刑の

判決が下された．

だが， ‘戯悔聴問僧は,Woyzeckには明らかに精神異常があると報告し

ている． と言うのも,Woyzeckは僧に獄中で，幻覚について語ったから

である．彼の告白の内容は次のようであった． 自分はフリーメーソンに追

いかけまわされたり，天空に三つの火の玉が見えるという幻覚に悩んだ．

丁度犯行の前にも「Woostinを刺し殺せ/｣25JP,「さあやれ，そらやれ｣25

という幻聴があり， 「自分はそんなことはできない｣25と言い聞かせたが，

｢お前がそれをやるんだ／｣25という声が返ってきた……と．

そこで処刑は延期され，再度Clarus博士が彼の診断にあたり, 2ケ月

間精密な観察がなされた．今度Woyzeckは，捨てた恋人や子供への後

悔，兵役の苦労，上官の虐待や噺笑, ,,gutenMenschen@;26という安っ

ぽい同情などについて告白した． またもやClarus博士の診断は， 幻覚

は血液の循環が阻害されたために発生したものにすぎず,Woyzeckには

’

｜
I
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犯行の責任能力があるとの結論であった．異議申立は却下されて，ついに

Woyzeckは1824年8月21日，公開の場で斬首刑に処せられ，みじめな人

生の幕を閉じた．

以上が素材となったWoyzeck事件の概要である．Biichnerは医者で

ある父ErnstBiichnerから, Clarus博士のWoyzeck所見書を知ら

され，事件の知識を得たとのことである． この素材と作品Wqyzecたに関

して,Mayerはこう言っている．史実のWoyzeckが告白した言明や，

鑑定書に報告された彼の「生活環境｣27は，大部分作品に再現されている．

が， これは「偉大な劇作家の手法にもとづき｣27, 作品のなかに芸術的

に形象化されている． このMayerの見解にもあるように， 素材は作品

Whyzecたと極めて密接な関連にあると同時に,貧乏で悲惨な史実のWoy-

zeckに注目し，彼を作品の主人公にしたところに,Biichnerの民衆に対

する基本的態度が反映されているのである．

mWoyzeckの創作技法について

文学は単なる事実の記録や状況報告ではなく，作者が現実を認識し，想

像力を媒介として， 自己の内面を言語化したものである． したがって文学

作品には，世界に対する作者の態度が，直接的でないにしる何らかの形で

表現され，具現されていると言えよう．そこでまず問題となるのは，作者

が作品（自己の内面の矛盾）をいかなる手法で述べているかということで

ある． これに関して,W.Jensが的確に指摘28しているように，作家の

道徳にかかわる事柄は，本質的には創作技法の問題に還元されるのである．

換言すれば， この創作技法が，究極的には作品の内容や作家の世界観と，

密接にかかわってくる． このような意味において, Whyzecたに何が書か
● ● ● ● 。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

れているかという内容を洞察する前に，まずどのように書かれているかを

考察する必要があろう．では以下に創作技法の諸問題について論及する．

a. ShakespeareとBtichnerのリアリズム
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Biichnerの主要作品はほとんど戯曲であるが， 彼が戯曲形式を好んだ

ところに，作家としての内的必然性がみうけられる．元来，戯曲は上演す

ることを目的として書かれ，小説より直接大衆に深くかかわるものである．

この点にBiicherが戯曲形式を重視した一因があると考えられる． このよ

うな大衆の意識への浸透は，演劇の基本構造であり，その意味における偉

大な劇作家は，言うまでもなくShakespeareであった．

周知のように,Shakespeareは戯曲を三統一の方則(1.所作の統一，

2．場所の統一， 3．時間の統一)，宗教，道徳，教育などから切りはなし

て，戯曲の自律性を主張29した． これこそShakespeare劇の細部にま

で生命の通った人物描写， 自然，詩的雰囲気，情念などの詩的具象性を生

む所以であった. Biichner文学にみられる強烈な情念や生命性，人間実

存の本質にせまる科白や，人間心理の不気味な深淵などをよりどころにす

れば,BiichnerとShakespeareとの親近性は明らかである． したｶﾐっ

てShakespeareとの関係ｶﾖ,Btichner文学のリアリティに関する重要

な視点となる.BiichnerはGymnasiumの時代に，すでにShakespeare

劇に深く感動し，友人にまでそのShakespeare熱を感染させたと，学友

W.Luckは報告soしている．彼のShakespeareへの傾倒は,Le"zの

なかの次の言葉をみれば明白である．

「創作されたものが生命をもっていることは，美醜の上位にあるもので，

芸術作品の唯一の基準である．……Shakespeareにはそれがあり，民

謡にあっては完全に， またGoetheにあっても時々それが響いてくる．

それ以外の一切は火に投げこんでもよい.｣3’

またBiichnerはGutzkowにあてた手紙でも， こう述べている．

｢Shakespeareを除いて，すべての詩人は自然や歴史の前では，小学児童

のようなものだ……｣32このように彼は，人間らしい強烈な情念と溌刺た

る生気の横溢のみられるShakespeare劇を高く評価し， この生命性のな

かに芸術作品の本質を見極めようとしたのであった．
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Shakespeareを基礎におきつつ,Biichnerは創作技法について，次の

ように述べている．

「……劇作家はわれわれに，歴史をもう一度創作してみせ，味気無い物

語のかわりに，われわれをある時代の現実へと移すのである．……劇作

家の最高の課題は，現実に生きている歴史に可能なかぎり接近すること

である.」33

彼にした力きえば，芸術の本質は，ありのままの現実に肉薄するリアリズ

ムの論理に関連する．一般にリアリズムは，一面では現実の事実や生活の

関連性のうちに，生命あふれる文学的リアリティを見る客観主義の芸術論

と言える． したがってこれは，客観的な歴史や人物のなかに，人間の本質

や根源的なものを追求する創作技法である．思惟や感性，情緒などは，社

会的現実から生じるがゆえに，現実に目を向けるリアリズムは，他面ヒュ

ーマニズムに発するものと考えられる． ここでLukAcsを援用すれば，

｢偉大なリアリストとしてBticherは，意のままに搾取され，休む間もな

くかりたてられ，あらゆるものに虐待されたWoyzeck,すなわち当時の

ドイツの貧民の姿をすばらしく描写した｣34のである. Biichnerのリア

リズムは，単に事件や歴史を模写するという偏狭なリアリズムではない．

「彼のリアリズム理論は，激昂し生命力あふれ，汲めどもつきぬ豊かさで

詩的に生活を反映｣35させているのである． けれども注目すべきことに，

リアリストBUchnerの想像力は，一面徹底したイローニッシュな姿勢に

根ざすものであった．

イロニーの問題は後述することにして， ここで再び論旨をShake-

speareにもどそう．前述のように,私はBiichnerがShakespeareの｢生

気の横溢」を高く評価したのを見たが，では両者は具体的に，作品のうえ

ではいかなる関係があるのだろうか？R・MajUtは脇eγ〃gγαγjSc"e

比z彪加"g膠〃Geol'gajc"""sz〃助g加加のなかで， 「Dα"わ"s乃αや

Leo"ce""dLe"αには,Biichner自身と同様,Hamletの言葉が多くみ
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1

られる｣36と述べているが， これは十分首肯できるものである．では問題

の核心であるWhyzec〃とShakespeare劇との関係はどうか？Majutは

「Whyzecんには,BiichnerがうけたShakespeareの影響は実証されえ

ない｣37と言う． たしかに具体的語句の面からみれば， 関連はないかも知

れぬが,Majutは表面的次元のみにこだわり，本質を看過しているよう

に思われる． というのもGundolfの指摘にしたがうならば,Wqyzecルに

はShakespeare的,,Stimmung"38が支配しているからである. Sha-

kespeare劇にみられるVolksliederの挿入，場面の細分化， イロニー，

独白，動機づけから葛藤を経て破局に至るみずみずしい人物描写などが,

一読すればわかるようにWhjﾉzgc々にもみうけられる． しかもそれが，単

なる亜流にとどまるものではなく,Btichner特有の独創的生命力が通っ

ているところに， この作品の審美的価値があると考える． このような

Shakespeare的,,Stimmungi!は,Wnyzecた全体の基調であるが， とり

わけ注目すべきものは,Volksliederの挿入である．

b.Wqyzec々におけるVolksliederの挿入について

Whyzecたにみられる，一見筋とは関連をもたぬShakespeare的Volks-

liederの挿入は， いかなる意味を持っているのだろうか？Volkslieder

のうちに素朴な生命の躍動を見い出したBtichnerは，例えば婚約者に

「復活祭までにVolksliederを覚えておいてくれないだろうか？……僕

が一人でメロディを口ずさんでいると，郷愁のとりこになってくる…｣39

と書き送っているが， これを見ても彼のVolkslieder愛唱の一端がうか

ｶﾐえる． このVolksliederに注目し， そのなかに始原の生命性を見いだ

したのは, SturmundDrangの作家達， とりわけその理論的指導者

Herderであった．同時にこのHerderが,Shakespeareに関する著作

を公けにしているのを思いあわせてみるとき, Biichnerは一面この伝統

に深く根ざした作家の一人であることが，証明されるのである．

BtichnerにおけるVolksliederの研究として，興味深い問題を提供
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してくれたのは,G.L.FinkのVb舵s"ed""dVF''se伽ﾉ"gW〃伽〃、γα"09〃

Mc"""sである.FinkはNovalisを中心とするロマン派固有の非合理

主義，感性中心主義，神秘主義的側面をBiichner文学のなかに見いだし，

とりわけVolksliederが「彼をロマン主義者と結合させるもの｣40と強

調している．またBiichner文学のロマン主義的側面をより深く洞察した

Gundolfは,Whjﾉg郎陶のなかに後期ロマン主義（例えばE・T.A.Hoff-

mannの作品）にみられる魔的な怪奇性を感得“している． だがWhy-

g“んにみられるロマン主義的側面は,交錯して複雑多岐にわたるBiichner

文学の一断面にすぎぬ． というのも,Whyzec々のVolksliederの挿入を

例にとっても， ここにはVolkを基礎におき，民衆の目をとおすBiichner

の視点が貫ぬかれているのである． この意味において,FinkもGundolf

も,Biichnerのロマン主義的一面に注目するあまり，他の面を看過して

いるように思われる．

さてWhyzecんに挿入されたVolksliederを分類すると, 1.素朴な自

然を歌ったもの， 2．愛や性を歌ったもの， 3．生活苦や生のはかなさを歌

ったものとなる． はじめに，素朴な自然を歌ったVolksliedが挿入され

ている箇所を引用してみよう．

,,ANDRES. siWgr.SaBendortzweiHasen,

FraBenabdasgrdne,grtineGras･･･

WOYZECK. Still!H6rstdu's,Andres?h6rstdu's?Esgehtwas!

ANDRES. FraBenabdasgrUne,griineGras

BisaufdenRasen.

WOYZECK. Esgehthimermir,untermir.…Hohl,h6rst

du？alleshohldaunten1DieFreimaurer1"42

「アンドレース： （歌う） 2匹のうさぎがいた

あおいあおい草をたべ…

ヴォイツェク：静かにしる／アンドレース．聞えるか？聞えるか？
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何かが動いているぞノ

ァンドレース：あおいあおい草をたべた／芝生までも．

ヴォイツェク：わしのうしろだ，下の方だ，…空っぽだ，どうだ？

この下はみんな空っぽだ／フリーメーソンだ／」

Andresの歌うVolksliedとWoyzeckの精神錯乱の妄想は，素晴し

いコントラストを形成している． と同時に，牧歌的自然とWoyzckの戦

標的不安の世界の対比は，作品全体の無気味な雰囲気を極限にまで高める

効果を与えていると言えよう.Biichnerの芸術観によれば，作品の生命

力は美醜の上位におかれる概念であるので， 自然と不気味さの対比も，対

象のすみずみに生命力を通わせようとする彼の芸術手法である．

次に愛や性に関するVolksliederの例をあげてみよう．

,,Ach,Tochter, liebeTochter,

Washastdugedenkt,

DaBdudichandieLandkutscher

UnddieFuhrleuthastgehenkt.CK43

ああ，あまつこ，あまつこよ’

あんた何を思って

馬車屋に首ったけ

旅の男に首ったけ？

l

l
h

’
’

"Made1,wasfangstdujetztan？

HasteinkleinKindundkein'Mann!

Ei，wasfragichdanach？

SingichdieganzeNacht:l44

娘っ子，あんたどうするつもり？
● ●

ててなし子をこしらえて．

まあ，いじゃないの

I
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わたしや夜どおし子守歌．

一般にVolksliederのなかには，愛や性をテーマにしたものが多いが，

これも偶然とは言えぬ．貧困，それゆえの虚無，生の苦痛を担った被抑圧

民衆にとって，愛や性だけが彼らに許された夢であり，心情のはけ口なの
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

である． この民衆の情念のﾛ申きや道徳では割りきれぬどろどろとした本能

的なものが，愛や性をテーマにしたVolksliederに具現されていると言

える.Volksliederを劇に挿入することによって,Btichnerはロマン主

義的側面と同時に，民衆の意識の内奥にひそむ性欲や生命の深淵，実存と

虚無との潭沌を睨みすえているのである．

また民衆の生活の素朴な心情を吐露したVolksliedもみられる．

"InsSchwabenland,dasmagichnicht,

UndlangeKleidertragichnicht,

DennlangeKleider,spitzeSchuh,

DiekommenkeinerDienstmagdzu.<(45

わたしやシユヴァーベンにゃいきたくないわ，

長い着物も着たくはないわ，

だって長い着物もとんｶﾐり靴も，

女中風情にゃ似合いもしない．

このように,Wqyzec〃におけるVolksliederにはDienstmagd,Land-

kutscher,Fuhrleut,Soldat,Wirtin,Jagerなどが中心に歌われている．

これはVolksliederの特徴でもあろうが,BUchnerの下層階級によせる

同情や深い関心を， ここに読みとるべきであろう．

では最後に，下層階級のやるかたない心情やはかなさを歌った例をあげ

る．

,,Branndewein,dasistmeinLeben,

BranndweingibtCourage!"46
いのち

火酒， こいつがおいらの生命，
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火酒はわしらが度胸／

，・AufderWeltistkeinBestand,

Wirmlissenallesterben,

．“47
DasistunsWohlbekannt.

この世ははかないことばかり，

俺たちやみんな死なねばならん，

こりや当りまえのことさ・

生の不安，死の必然，生活苦，政治の貧困と不毛，不条理，人間存在の

弱さは， 「無常」や「諦観」などのニヒリズムとなって，あるいは酒に逃

避するといった形をとって， ネガティブにVolksliederに具象化される．

これらは思想のなかに感性として，つまり哲学のカテゴリーのなかに情念

として侵入してくる． この民衆のPathosをVolksliederのなかに見い

だしたBiichnerは， これを作品に挿入することにより，作品全体を生命

力あふれるものにするのである．いわばBtichnerは，被抑圧者のバイタ

リティとニヒリズムのなかに， 生の真実を見いだしたとも考えられる．

このVolksliederの挿入は,Whyzec々の筋と直接関連性を持っていなく

とも，主人公Woyzeckの苦痛に満ちた状況の劇的効果を高め， 「ペシミ

ズムの力強いコーラス｣48の役割をはたすBiichnerの芸術手法なのであ

る.Finkが「SturmundDrangと表現主義や現代戯曲の間に位置｣49す

ると指摘したVolksliederの挿入された劇も，根底においては,BUchner

の美学観と深くかかわっていると言わねばならぬ． 「青年ドイツ派」と政

治的にも美学的にも異質であった彼は，彼らのブルジョア的内面性の限界

を越えて，首尾一貫して民衆の立場を堅持していた． ここでMayerの見

解を援用すれば,BtiChnerの美学観の根底をなすものは， 「民衆への加担

・人間に対する愛・精神的貴族主義に対する憎悪｣50である． したがって，

Volksliederの挿入も究極的には, Biichnerの思想的立場に帰着するの
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である．

c・Whyzecたの言葉とPathos

Whyzec々を一読すれば理解できるように，言葉そのもののなかに,生命

力あふれるPathosの根源が躍動していると言える． では以下に， 強烈

な迫力のあるWoyzeckの独白を引用しよう．

,,Immerzu! immerzu!－Hisch,hasch!sogehendieGeigen

unddiePfeifen.-Immerzu! immerzu!-Still,Musik!

Wassprichtdaunten?…Ha1was，wassagtihr？Lauter1 lauter1

Stich,stichdieZickwolfintot?-Stich,stichdie-Zickwol-

fintot1－Sollich？muBich？H6rich，sdaauch？－Sagt's

derWindauch？－H6rich，s immer， immerzu： stichtot，

tot!"51

「さあやれ／ もつとやれノーぴいぴい，があ力劃あ／ヴァイオリン

と笛めが．－さあやれ／もつとやれノー黙れ，音楽め／地面の

下で何を言ってんだ？…こら／何，何と言ってんだ？もっと大きな声

で，大声で言えノー殺せ，牝狼を刺し殺せか？－刺せ，牝狼を刺し

殺せ／－俺がか？俺がやらにゃならんのか？ あそこでも聞えるん

かな？一風もまたそう言ってるんかな？－ず－と聞えるぞ， さあや

れ，殺せ，刺し殺せ／」

このように，主として独白の箇所におけるWoyzeckの言葉は，体系的

でなく断片的に分断され反復されている． これがかえって根底をつく作用

となり，そこに濃縮されたエネルギーが，潜在的力量となって胎動してい

るのである.Woyzeckの内面の相剋は，不気味な,,Es(@によって極限に

まで高まりをみせているが,Biichnerはこの緊迫感を美事な芸術手法で，

われわれに提示する．例えば, immer, gghen,Ggigen,Pfgifen,still,

MuSilK, spripht, stiCh,Zickwolfin,ichなどの母音は(I], (i), (e],

[aI]という強い響を持ち,Higgh,Ha§虫塾ill,"chなどの(Df'
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zu,Zickwolfinなどの(ts)という摩擦音と相ならんで，音韻面からも

律動的で力強い効果を高めている． この意味において,Wbyzecたには詩的

発想があり，長い演説調の科白とWoyzeckの断片的独白は，相互に補

足しあい， それが一種異様な迫力を生むのである． ことにWbyzec〃は戯

曲であるがゆえに，活字でなく音声を通じて，観客の内面に訴える性質を

持っていることを忘れてはならぬ．またWhyzecんの文体の特徴である語

の反復のなかで， とりわけ ,,armeLeuteCI, ,,immer zu:@, ,,Messer!!,

,,stich!<, ,,rot@4, ,,Blutq@, ,,tot(@などはLeitmotivの役割をはたし，不気

味で血なまぐさい暗黒の雰囲気を昂揚しているのである．

次にWhyzecんで特徴的なのは，相反する二つの概念を対置して，両者

を強調する手法である．では色彩についての1例をあげてみよう．

,,Wasbistdusobleich,Marie?WashaStdueineroteSchnur

umdenHals？…Duwarstschwarzdavon,Schwarz!Habich

dichgghlgighi_l!@52 (傍線は筆者）

「マリ－よ，なんでそんなに青くなったんだ？どうして首のまわりに

赤いひもをつけてるんだ？…お前は罪で黒くなってたなあ， まっ黒にな

あ／わしがお前を白くしてやったのか？」

Wqyzecたのなかから，対立する語の主要なものを最初から列挙すれば，

次のようである．

,,langsam､schwindig,ewig.Augenblick,einguterMensch-

dumm,Moral-Natur,Tugend-FleischundBlut,armeLeute

･Herr, gg皿型ZgKatzen･feurigeAugen,Tier-Professor,

einarmWeibsbild.diegroBenMadamen, h611enhei6-eiskalt,

Ja-Nein,derlangeSchlingel.derKuyze, sch6n.Stinde,

frieren-heiB,blutig-bla6,u.s.w."53 (傍線は筆者）

このような対立する概念は,Woyzeckの精神錯乱の世界，貧困と富裕，

悟性と感性，精神と肉体，善と悪，美と醜，真理と虚偽などの相剋する側
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面よりなる，人間存在の具体的実体の表現にほかならぬ．

さて， この相反する概念を対置する手法は, Biichnerのイロニーと深

く関連していると言える． 例えばWhyzecたの根底を流れる 「グロテス

ク」や「暗黒の深淵」も， 古典的美に対するBaudelaire風のイロニー

であろう．では具体的に， 「教養」に対するイロニーの箇所を引用してみ

る.Whjﾉz“たのなかでロバをひきまわしながら口上役は：

「おい，能力を発揮しろ／畜生的理性をな／人間社会に赤恥をかか

せる／さてみなさん，御覧の四つの蹄と尻尾をもったこの動物は，あ

らゆる学会の会員で，わが大学の教授でもありまあす.」“

と解説する．また口上役は，兵隊の身なりをした猿に向って「そら，次

は男爵さんだ」と皮肉をこめて言う． このイロニーの箇所と, Biichner

の次の言葉は美事に一致しているのである．

「教養とよばれる笑止な外面や，また学識という名の無用のがらくたを

もって，われわれ同胞大衆を， さげすむべきエゴイズムの犠牲にする多

くの人間がいます． この貴族主義は，人間に宿る聖霊に対する，最も恥

ずべき侮蔑です.」55

あくまで大衆の立場にたった彼は，みにくい現実や疎外を隠蔽する虚飾

に満ちた「美しい花」－教養や貴族主義一を否定すると同時に， これ

を作品にイロニーという形で表現している． Btichnerの用いるイロニー

の手法は，彼の文学の本質的要素の一つであって，いわゆる彼の想像力に

かかわる問題となってくる． したがって彼の全作品を通じて看取されるこ

のイロニーは, Biichner文学に豊饒な生命性を与えているのである．

視点を変えよう.Mayerが指摘56するように, Whyzecんはプロレタ

リア文学の先駆的作品であるがゆえに，主人公の使う言葉も文章語ではな

く，民衆の言葉である． この言葉の問題は, Biichnerの世界観とも深く

結びついているだけに， ここでまず方言について言及する必要があろう．

K・BrinkmannEWhyzec月の方言について， こう述べている･Whyzec"
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を起草するにあたり「その際Btichnerは方言を用いたが， しかしそれは

一定の方言に相応するものではない．彼はHessen､EIsa6地方の方言

要素と，標準語をむすびあわせた.」57異邦人であり，方言について全く素

人の私には， これについて多く語る資格はないが，顕著に目だつ箇所のみ

引用してみよう．下層階級(Woyzeck,Marie,Margret)と，教養階級

(Hauptmann,Doktor)のnichtの使い方をみる意味で，それぞれの科

白を抜粋してみた．

66

,,WOYZECK．－ichhab'snochnitsoaus.

「ヴォイツェク：そいつが十分ねえんでさ.」

,,MARIE.MeinVaterhatmich"anzugreifengewagt,…“

「マリー：お父っつあんだって，手出しをしようとしなかったのさ…」

"MARGRET.Sowasismananihr"gewohnt."

「マルグレート ：あんたにしちゃあめったにないことね.」

,,HAUPTMANN・HerrDoktor,erschreckenSiemichnichL"

「大尉： ドクター，驚ろかさないで下さいよ.」

,,DOKTOR・Habichnichtnachgewiesen,…"58

「医者：私が指示しなかったかな…」

（以上の傍線はいずれも筆者）

この例で明白なように, Biichnerは下層階級の人々に民衆の言葉を，

教養階級の人々に標準語をしゃべらせ，意図的に区別している． この効果

的な言葉の使いわけは，登場人物のおかれた境遇の差をくっきりと浮彫に

している．虫けらのように地面を俳個している貧民の言葉のなかに，真実

の人間の赤裸々な姿をみたBiichnerは，標準語を使う大尉や医者をカリ

カチュアとして描き，ブルジョア的教養の虚飾性を暴露するのである． こ

こにあげた例はnichtとnitのコントラストであるが，他にnichtsと

nix, istとis,SieとErなどの対比的用法もみられる．
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周知のように， 自然主義では民衆の言葉や方言の使用が，創作上大きく

クローズアップされるようになった．が，それより半世紀も前に,Biich-

nerがこれに着眼したことは，彼の近代性と独創性を証してあまりあるも

のである．確かにBiichner以前の作家（例えばHansSachsなど）に

も，民衆の言葉の使用はみられる． しかしBiichnerの場合，常に階級的

視点に立っているところに，彼の斬新さがあると言えよう． したがってG.

HauptmannやWedekindなどがBiichnerを高く買う所以も，彼の創

作技法一階級的視点にもとづく民衆の言葉の使用一にあった．Mayer

もBiichner文学のなかに,D/eWebeγを書いたHauptmann,E・Toller,

F.Wolfにはじまるプロレタリア的反逆のドラマの噴矢をみている.59と

りわけBiichnerとHauptmannは環境の客観描写，決定論的要素，血

と肉を持っている人間の暗黒面の描写という点で，共通する特色がみうけ

られる．けれども両者のおかれた社会状況の相違によるプロレタリアの把

握の差もさることながら，両者を分つ本質的相違は， リアリズムの手法で

あった． 自然主義のリアリズムは，現実を再現することであり， 19世紀的

意味における実証主義的な，かつ即物的なリアリズムである．が， これに

対してBiichnerのそれは，想像力を媒介として，客観的に現実を洞察し

て， うつぼつとしたPathosが，断片の美学としてその作品の根底を貫流

しているのである． このような意味から, Biichner文学は自然主義の限

界を越える側面があったと言っても過言ではない．

ところで，彼の下層階級に対する同情は，登場人物の名前を一瞥しただ

けでも明らかとなる.Woyzeck,Marie,Andres,Margret,Kathe,Karl

などの一連の名前は固有名詞である.一方,Hauptmann,Doktor,Tam-

bourmajor,Unteroffizierなどは，職業を表示する普通名詞が， そのま

ま名前となっている70.言いかえると，社会の下層階級である貧民には名

前があり，ブルジョア的階級には名前がないのである．人物設定における

これらの意識的な使いわけは，従来の古典劇とは全く正反対とも言うべき
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であり,Biichnerのイロニーとも考えられる． これはBiichner固有の

階級意識にもとづくものであって，畢寛彼の世界観に究極の根をもつもの

である．

民衆の言葉の使用にともない，必然的に卑狼な表現が随所にみられる．

例えばWoyzeckは次のように独白する．

「転がりまわれ./なんで神様はみんなが淫らに重なりあって転がれるよ

うに， お日様をなくして下さらんのか．男と女ｶﾐ，人間と畜生とが？
まつぴるま

真昼間からそいつをやれ，蚊が手のひらに吸いつくようにやつたれ／

売女め.′ あいつはかっかとほてつとるなノーそらやれ， もっとやれ

、ﾉ｣60

また他の箇所で表現されている，卑狼な言葉や下品な言いまわしを列挙

すれば，次のようになる．

「あんたは男の革ズボンを七枚も見とおしでさ｣， 「売女…しがない女郎

の子｣， 「さあ，では十字架に小便をしよう． キリストが死ぬように｣，

「肛門に鼻先をめりこませたろ.ﾉ｣， 「野郎，貴様の舌をのどからひつこ
ぱぱ

ぬいて，体に巻きつけてもらいたいんか？｣， 「婆あの尼｣6’

これに関してDα〃0"S TMの卑狼な表現や，下品な言葉に対する

Biichnerの弁明が興味深い．彼は手紙のなかでこう述べる．

「僕が彼らの放蕩を描写しようとすれば，どうしても彼らが放蕩してい

るように表現せねばなりません．彼らの背信を描写しようと思えば，ま

た無神論者らしくしゃべらせなければならなかったのです．二，三の狼

褒な表現もありますが，当時の周知の破廉恥な言葉を想起してごらんな

さい、…詩人というものは，道徳の先生ではなく登場人物を創作し，過

去の時代を再現するものです…｣62

以上の手紙から理解できるように，卑狼な表現や下品な言葉も，方言と

相並んで本質的には，人間の生態や獣性を赤裸々に露呈6sする,Biich-

ner固有のリアリズムの理論に由来するのである．かくして今までこれら

’
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を隠蔽してきたキリスト教的，貴族主義的道徳律や，理性中心の世界観の

欺硫性に対する告発が行なわれるのである．

ところで， 医学を専攻する自然科学者であったBiichnerは， 「ニゴイ

の神経系に関する覚書」という論文をZiirich大学に提出し，学位を得

た． 23歳の若さでZiirich大学の講師となり，解剖学を講じたこの事実か

ら， 自然科学の分野における彼のすぐれた才能も，疑う余地はない．解剖

学者の冷徹な目で世界を洞察したBiichnerは， いわゆるJensの言う

「生物学的な見解」64と「社会学的な見解」“を相互不可分に関連させ，

Whyzec〃を書いたのである． このような理由で,Whyzecんにも自然科学

用語が多くみられる．その例として次の言葉をあげてみよう．

,,derMusculusconstrictorvesicaeG@ 「膀胱括約筋」 ,,HarnstoffO,

10, salzsauresAmmonium,Hyperoxydul" 「尿素0.10,塩化アン

モニウム，過酸化物」 ,,meinPulshatseinegew6hnlichen60<< 「私

の脈は平常の60だ.」 ,,Aberratiomentalispartialis:@ 「局部的精神錯

乱」"ZweiteSpezies; fixeldeemit allgemeinverntinftigemZu-

standC@「第二期症状つまり正常の理性的状態をともなった固定観念｣6s

このように従来文学とは異質であった医学用語が, Biichnerによって

大胆にもWhyzecたに移入されたのである．周知のように20世紀に入ると，

この用語は文学の領域に惨透してきた．例えばG・Bennの世界がそうで

ある．

,,AlsmandieBrustaufbrach,wardieSpeiser6hresol6cherig.

Schlie61ichineinerLaubeunterdemZwerchfell

fandmaneinNestvonjungenRatten.

EinkleinesSchwesterchenlagtot.

DieandernlebtenvonLeberundNiere,

trankendaskalteBlutundhatten@@ (Sch6neJtigend)

「その胸を裂りひらいてみると
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食道はどこも孔だらけ

模隔膜のしたの空洞にとうとう

みつけた仔鼠どもの巣

ちびの鼠は死んでいた

ほかのやつらは肝臓や腎臓をくらって

命ながらえ冷えた血をすすり｣66 （深田甫訳）

このような解剖学的用語を用い，医者の目で死体を描写するBennの

リアリズムは，冷たく虚無的な美を放っている． このBennの詩を相照し

てみても,Btichnerが自然科学的言葉とその洞徹力という点で， いかに

現代的な作家であったかが，おのずから理解できよう．前述の「民衆の言

葉や方言｣， 「卑狼な言葉｣， 「解剖学的用語」などの一連の表現は，古典的

美意識一花鳥風月，高貴な人間，神，愛,Kant的真善美一の世界と

激しく対立するものである． したがって，社会の下層に俳個する貧民，グ
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ロテスクなもの,ekelhaftなものを題材として，社会の痛みを鋭く洞察し

たところに,Biichner文学の独創性と斬新性がある．

WbyZecんの言葉や文体を追求してゆくと，必然的に20世紀文学の領域

と深くかかわらざるをえない．例えば，表現主義との関連をみる意味で，

WoyzeckがMarieを殺害する場合と,GHeymの詩を比較してみよ

う．

,,MARIE.WasderMondUaufgeht!

WOYZECK.WieeinblutigEisen.

MARIE・Washastduvor？Franz，dubistsoblaB."67

（傍線は筆者）

「マリー：なんて赤い月がでたのかしら．

ヴォイツェク：血のりのついた刃物のようだな．

マリー：何を考えてんの， フランツ？青い顔をして.」

このrotとblaBの対比は，殺人を予感させると同時に， この場の不
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気味な雰囲気を高め，強烈な印象を強める役割をはたしており， ここに

Biichnerの鋭く研ぎ澄まされた詩的発想が看取される.HevmのD"

Kｸ'"gIのなかにも，次のような詩節がある．

"IndiemachterjagtdasFeueXquerfeldein

EinenrotenHundmitwilderMaulerSchrein.
－

AusdemDunkelspringtderNachteschwarzeWelt,

VonVulkanenfurchtbaristihrRanderhellt."88

（傍線は筆者）

（大意） 「戦争は野面を横切り，火を夜へと狩りたてる．

野鼠の鳴声をした赤い犬を．

暗がりより,夜の真暗闇の世界が生れてくる．

その縁は，火山によって不気味に映える.」

この色彩の対比や，血なまぐさい暗黒世界の描写からも理解できるよう

に,Whjﾉg“〃とHeymの詩の類以は一目瞭然である．それゆえにWby-

z“たの世界は，表現主義特有の魂の内奥の戦懐と，異様な色調の世界に

通ずる一面を持っていると言える． と同時に，表現主義はシュールリアリ

ズムとも密接な関係を有しているので， この意味からも, Biichner文学

から現代文学的要素を抽出することは可能であろう．が， ここでは上述の

例でBiichnerの近代性の側面を論証することは十分であり， これ以上述

べるのは， この章の主旨とも逸脱すると思われるので割愛する．要するに

Btichnerは， 自然主義やプロレタリア文学の先駆者であり， またこれら

の芸術潮流とは異質であった表現主義にも通ずるという，多くの顔を持っ

た特異な作家であることがわかるであろう．

以上，拙論では主としてWhyzec〃の素材，形式，言葉などについて論

及したが， これらの諸問題をとりあげたのも, Btichner文学の錯綜し，

複雑であたかも人生そのもののような多くの顔をもった側面を，多面的
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1

に把握しようと意図したからである． この考察から, BIichner文学は彼

の社会体験から発し，極めて現代文学的性格を持っていること,Whyzec"

の人間実存の究極の意味をえぐり出す科白や，豊饒な生命性も，彼の創作

技法（言葉）に由来することなどが理解されよう． したがってBtichner

は，時代のもっとも根源的なものに到達することによって，それを突きぬ

け，他の同時代のものには到底およばぬ，問題意識の深みに達していたと

言ってよい．次稿ではこれらの問題をより深く掘り下げ，社会的，歴史的

視点よりBtichnerの変革への情熱に焦点を合せ， 「疎外｣， 「ニヒリズム」

の問題をとりあげようと思う． というのも， いみじくもMayer69が強調

するように,Biichner文学解釈は根底的には，研究者の世界観自体の問

題に帰着するからである． （この稿続く）

I

TextGeorgBtichner:Wなγ舵〃"dB7'"".DeutscherTaschenbuchVerlag.

Hrsg.vonFritzBergemann,Miinchenl967、訳文については， 手塚富雄，

千田是也，岩淵達治監修の『ゲオルク・ビユーヒナー全集』河出書房, 1970年

を参照した．

注

1 vgl・GeOrgB"c""",Hrsg･vonW・Martens,WissenschaftlicheBuchge-

sellschaft,Darmstadtl965, S.72ff.

vgl.K.Vietor:Geo7'gB"c""",Bernl949.

vgl.Geo"gB"c""",a.a.O., S､82ff.およびS.373ff.

vgl. ibid., S.406ff.

vgl．H.Mayer:Geo7'gB"c""eγ〃""se"eZg",Berlinl960.

vgl.Ggo"gB"c""e",a.a、0．,S.197ff.

vgl.H.M.Enzensberger:De"sc"わ"aDe"sc"""α〃"ｵeγα""γ脚,Frank-

furtl968, S.99ff.

H′j"gsWなγ舵,Hrsg.vondennationalenForschungs-undGegenstatten

derklassischendeutschenLiteratur.Weimarl970,4.Bb.,S.188.

西谷啓治『ニヒリズム』，創文社，昭和45年, 20ページ参照

K.Marx:Z"γK’戸"娩吻γHege"sc"e〃肋c〃姉""bs""",MarxEngels

Werke,Berlinl958, 1.Bd.,S.380.
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Text,S.159.

Text,S.179.

GeorgBWc"",a.a．O.,S､212.

Text,S.188.

Text,S.191.

vgl.Text,S.163.

Text,S.133. D""eSS畑"gLα"肋0ｵgの冒頭に引用されているこの語句は，

仏革命の標語であった．

Text,S.133f.

H・M.Enzensberger,a・a．O.,S.119.

H・Mayer:Geol'gB"c""",Whyzec",West-Berlinl970, S.60.

ibid．S､61.

Text,S.33.

この事件については,H.Mayer:GeorgBWc"""""dse"e助",a･a.O.,S

321ff.H,Mayer：Ggo増B"C伽〃,Whyzec",a.a.O.,S.75ff.K.

Vietor:Geol'gB"c""",a.a.O．,S.197H.K・Brinkmann:母"舷"ｵgγ""ge"

z"Geo"gB"c"""sDα"わ"s乃d""aWhjﾉzec",BangeVetlag,S.54ff.を

参照．

H・Mayer:Geo"gB"c""eγ〃"as〃"g助")a・a．O､,S.322.

ibid．S.324.

ibid.S.325.史実のWoyzeckも上官から， この言葉でからかわれた．

ibid．S.327f.

vgl.W・ Jens:L"eγα〃γ〃"d励脆燐,VerlagGiintherNeskePfullingen

1963, S,29.

飯塚友一郎『演劇学序説」雄山閣， 1960年， 60-71ページ参照．

vgl．Text,S.302f.

TextS.72.

Text,S.174.

Text,S､181.

Geol'gB"c""",a・a.O.,S.216.

ibid．S.217.

ibid．S.336.

ibid.S､338.

vgl． ibid．S.89． : ,,ZwischendunklerLebenskraftundhellerSinngebung

fiihrtereinDaseinder>Stimmungen<,…“

Text,S.198.

Geol'gB"c""", a.a．O.,S.443.

１
２
３
４
５
６
７

１
１
１
１
１
１
１

８
９
０
１
２
３

１
１
２
２
２
２

４
５
６
７
８

２
２
２
２
２

９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

２
３
３
３
３
３
３
３
３
３

39

40

－54－



vgl. ibid.S.90． : ,,ErfinderischisterimgeschlechtlichGroteskenund

Gruseligen,krafteinersozusagenmedizinischenRomantik.‘‘

Text,S.115.

Text,S.131.

Text,S.116.

Text,S､131.

Text,S.127.

Text,S､116.

GeoγgB"c〃gγ,a・a.O､,S.457. :,,Zusammengenommenert6nendie

LiederschlieBlichalseinstimmigerChordesPessimismus.4@

ibid．S.487.

ibid．S､436.

Text,S.125.

Text,S､132.

Text,S.113H.原文のまま．

Text,S.117.

Text, 165.

vgl.H.Mayer:GeO"gBZjc""",Whyzec",a.a.O.,S.68.

K.Brinkmann:図'賊〃”""邸〃z"Geo"gB"c"""sDα"わ"sTM〃"α

Myzec",a.a.O.,S.71.

5つの例文は,Text,S､114.H.

vgl．H・Mayer:Ggo"gB"c""",Woayzc",a.a．O.,S.68． : ,,Dannware

BiichnersfragmentarischgebliebenesSchauspiel nichtbloBalserste

AbsageandieDarstellungausschlie61ichbiirgerlicherExistenzenim

deutschenDramaaufzufassen,sondernalsVorlauferderWe6"von

GerhartHauptmannundallerspaterenDramenderproletarischen

RevolteseitdenFrtihwerkeneinesErnstTolleroderFriedrichWolf.‘‘

Text,S.125.

Text,S.116ff.

Text,S.182.

ここでWhyzecんとコントラストをなすものとして, J.P.Sartreの『黒いオ

ルフェ』を想起されたい．ネグリチュードのもつ「断ち切られた蛆虫のように塵

煥の中で身をよじる」どろどろとした生命力一獣性一をSartreは実存的自

己超越，すなわち革命的実践のエネルギーとみている． これに反し, Whyzec"

の獣性は宿命論的絶望の深淵に沈潜しており， ここにBiichnerの時代的限界が

あると言えよう． ､

『ゲオルク・ピユーヒナー全集」前掲書， 535ページ．
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65 Text, S. 119 f. 

66 rG . .,,;; 1/füffiJ : m@IEml!R. ::i. 1J ,-r n. 1959~. 23~- ~. 

67 Text, S.130-131. 

68 G. Heym: Dichtungen, Reclam, Stuttgard 1964, S. 12. 

69 vgl. H. Mayer: Georg Büchner und seine Zeit, a. a. 0., S. 475 f. 

70 vgl. H. Mayer : Georg Büchner, Woyzeck, a. a. 0., S. 63. 

Zum Problem der Darstellung in 
Georg Büchners Woyzeck 

--erklärt im Licht seiner Weltanschauung--

Takashi Hamamoto 

Man ist vor die schwierigste Aufgabe gestellt, Georg Büchners 
Werk in seiner ganzen Komplexität zu beleuchten, dessen Aktua­
lität heutzutage unter den verschiedenen Perspektiven zum beson­
deren Thema geworden ist. In diesem Aufsatz habe ich Woyzeck 
zum Ansatzpunkt zu weitergehenden Betrachtungen gemacht, um 
möglicherweise zu einer einheitlichen Büchner-Deutung zu 
kommen. 

Büchner hat als . junger Revolutionär an der Studenten­
Bewegung der damaligen Zeit aktiv teilgenommen. Diese sachli­
chen Erfahrungen liegen auch dem Fragment Woyzeck zugrunde, 
in dem Georg Büchner als Schöpfer des W oyzecks immer da 
mitleidvoll auf Seiten des armen Helden steht, wo dieser auftritt. 
Hierbei kommt es dem Dichter Büchner primär darauf an, die 
Fülle des Lebens möglichst realistisch zur Gestaltung zu bringen. 
Aus dieser Untersuchung ergibt sich, daß im Woyzeck inhaltlich 
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die Werke von Naturalismus wie auch Expressionismus schon 
vorweggenommen worden sind. Darin kann man sein höchst 
modern zugespitztes dichteriches Bewußtsein erkennen. Die Dar­
stellungstechnik steht in untrennbarem Zusammenhang mit dem 
gedanklichen Inhalt des Dramas. Sehr zutreffend hat Hans Mayer 
festgestellt, ,,daß Auseinandersetzung mit Gestalt und Werk dieses 
Dichters in eminenter Weise zu einem Weltanschauungsproblem 
geworden ist." In dieser Hinsicht beabsichtige ich gelegentlich 
als Fortsetzung dieses Aufsatzes das Problem des Nihilismus und 
der Entfremdung zu behandeln, das in diesem Drama künstlerisch 
konkretisiert ist. 

(Fortsetzung folgt) 
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